










要約:指定都市と特別区を除く全国の市町村を対象に住民組織の実態を調査した。その結

果、2,134(回答率 66.2%)の市町村から10,935 の住民組織があげられた。

  わが国の住民組織の特色は、委員型と地縁型で 5割以上を占め、リーダーの半数以上は

60 歳以上で、性別では 3対 2の割合で女性が多く、メンバーの 1/3 以上は行政から委嘱・

委任されている。主な活動対象は、成人や老人が 5割以上を占め、妊産婦・乳幼児を活動

対象とする住民組織は 3割程度であった。しかし、母子保健との関係では、何らかの関係

を持つものが 6割以上あった。また、障害児を持つ親の会などの自助型の住民組織は、約

1割であった。

 今後は、これらの住民組織を巻き込んだ保健・福祉活動と、分野を超を超えたネットワ

ークづくりが課題である。同時に、住民組織の特性を把握した上での援助技術の開発・普

及が必要である。


